
第６学年 算数科学習指導案 
平成２９年６月７日 

指導者 堀 川 朝 之 
Ⅰ．本校の研究 
 １ 研究主題 

「子どもの声を生かし、自ら学ぶ意欲と思考力、判断力、表現力を高める学習指導の在り方」 
 ２ 研究仮説 
    学習課題の提示の仕方や児童同士が関わり合って学習できるような支援を工夫すれば、自ら学ぶ意欲と

思考力、判断力、表現力が高まる学習が展開されるであろう。 
 ３ 研究の重点（平成２９年度） 

（１）学ぶ意欲を高めるための問題提示の工夫 
・授業の始まりは、全員が考えを持てるものからスタートする。 
・児童の中に「問い」が生まれる問題提示の工夫をする。 

（２）思考力、判断力、表現力を高めるための意見交流の場の工夫 
・復唱、言い換え、質問、想像等を活用し、児童同士が考えをつないでいく全員参加の授業ができるよう

にする。 
・子どもの価値ある呟きや発言、態度を価値づけて全体に共有化する。 

  
Ⅱ．本時の授業について 
１．単元名 「分数÷分数」  （本時１／１１） 
 

 ２．本時の指導について（研究との関わり） 
 （１）課題提示の工夫 
    本時は、「分数÷分数」の学習の導入場面の学習である。授業の始まりは、全員が自分なりの考えが持

てる問題からスタートすることが学習意欲を高める上で重要であると考える。そのためいきなり分数÷分

数の問題を提示するのではなく、被除数、除数ともに□で示した問題を提示し、□がどんな数なら立式で

きるかを考えさせる。児童は、既習の学習から□に整数や小数を入れて立式するであろう。そこからまだ

未習である分数÷分数という本時の課題につなげていくことにする。 
本時は、立式の根拠を説明することがねらいの一つなので、立式の後で、言葉の式、数直線図、関係図

等を活用してそれぞれに立式の根拠が説明できるように支援していきたい。 
 （２）意見交流の場の工夫 
    意見交流の場では、一人の児童が考えを出したら、その考えについて理解できたのか、それとも理解で

きないところがあるのかをハンドサインで出すようにさせる。そして、理解できないところのある児童に

は積極的に質問できるようにさせたい。そして、その質問に対して、考えを出した児童に限らず、理解で

きていた児童が分かりやすく説明するようにさせたい。そうすることで説明する児童の考えをただ聞いて

理解するという受け身な態度での学習ではなく、出された考えについて一人一人が主体的に考えていく学

習が展開されると考える。こういう学習を進める中で、自然に復唱、言い換え、質問、想像等が活用され、

全員参加の授業になるように支援していきたい。また、よい発言や態度があった時にはそのよさを価値づ

けることで、話し合いの質を高めていきたい。 
 
 ３．指導計画（全１１時間） 

時 学  習  活  動 

１（本時） 
分数÷分数の立式の根拠を説明することができ、わる数が単位分数の場合の計算の仕方

を、図や式を使って考えようとする。 

２ 分数÷分数の一般的な計算の仕方を理解する。 

３ 帯分数を含む計算や、整数÷分数、分数÷整数の計算の仕方を考える。 
４ 分数÷分数における商とわられる数の大小を比較する活動を通して、わる数と商の大きさ



の関係を理解する。 
５ 練習問題をする。 
６ 分数を使った割合の問題や単位量あたりの問題を解くことができる。 
７ 逆数を使って、乗除の混じった計算を乗法だけの式に直して計算することができる。 
８ 分数でも計算のきまりが適用できることを理解し、きまりを使って計算の工夫ができる。 
９ 「たしかめましょう」「やってみよう」をする。 
１０ 練習問題をする。 
１１ 評価テストをする。 

 
４．本時の学習 
（１）ねらい 

   ・分数÷分数の立式の根拠をことばの式や数直線図、関係図等から説明することができる。 
（数学的な考え方） 

・わる数が単位分数の場合の計算の仕方を、図や式を使って考えようとする。（関心・意欲・態度） 
（２）展開 

時

間 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 
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１． 本時の課題をつかむ 
【問題】 

□ｍが□ｋｇの鉄ぼうがあります。このぼう１ｍ

の重さは何ｋｇですか。 
○□に好きな数字を入れて式を立てよう。 

 ・４÷２  ・１．６÷０．４  ・
２

３
÷２ 

○ □に分数をあてはめ、なぜわり算になるのかを考え

よう。 

式  
３

５
÷

１

３
＝ 

 ・ことばの式   ・数直線図  ・関係図 
【今日の学習】 

分数÷分数の計算の仕方を考えよう。 
○式を見て思うことを発表しよう。 

 ・１ｍの長さは
３

５
ｋｇよりも重くなる。 

 ・数直線図から考えるとできそうだ。 
 ・小数のわり算の時はわられる数とわる数を両方とも

１０倍や１００倍して計算した。 
 ・分数×分数は、分母同士、分子同士をかけた。 
 
２．自力解決をする。 
【やってみよう】 
○自分でやってみよう。 
・数直線図をかいて考えてみよう。 
・わる数を整数にすればできる。 
・通分したらできるんじゃないか。 
 

 

 
 
 
 
・いくつか出させ、既習の計算にどんなものがあ

ったかを振返らせ、本時の課題につなげる。 
 
・それぞれ立式の根拠をワークシートに書かせ

る。 
 
評価 
立式の根拠をことばの式や数直線図、関係図

等から説明することができる。 
（数学的な考え方 ノート 発言） 

 
 
・既習の学習を振返らせ、自力解決の手助けとな

るようにする。 
 
 
 
 
 
 
・机間指導をしてだれがどんなやり方をしている

かをつかむ。 
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３ お互いの考えを発表して、話し合う。 
【確かめよう】 
○自分の考えを発表しよう。 
① 数直線図から考える 

 ・１ｍは
１

３
ｍの３倍だから

３

５
×３＝

９

５
   

答え 
９

５
ｋｇ              

② わる数を整数にする。 
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５
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③ 通分してから割る数を整数にする。 
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○分数÷分数の計算の仕方をまとめよう。 
 
分数÷分数の計算も数直線図を使ったり、わる数

を整数にしたりする方法でできる。 
 
 
４．今日の学習の振り返りを行う。 
【まとめ】 
○今日分かったことや感想を書こう。 
・整数で考えたり、関係図を書いたりすると式がうま

く立てられた。 
 ・数直線図を使ったり、わる数を整数にしたりすると

できることが分かった。 

 
 
 
・ハンドサインを活用し、できるだけ児童が発言

をつないでいけるように支援する。 
 
 
 
・図等も活用させながら説明させるようにする。 
 
 
 
・よい呟きや発言、態度は積極的に取り上げる。 
 
 
 
 
評価 

 
 
 
 
・分かったことや感想を自由に書かせる。 
 
・時間があれば何人かに発表させる。 
 

・わる数が単位分数の場合の計算の仕方

を、図や式を使って考えようとする。

（関心・意欲・態度 ノート 発言） 

 
（３）本時の評価基準 

◎十分満足できる ○概ね満足できる 支援を必要とする場合の手立て 

○分数÷分数の立式の根拠をこと

ばの式や数直線図、関係図を使っ

て、他の児童にも分かりやすく説

明することができる。 
○わる数が単位分数のわり算の計

算の仕方を既習事項を基に、図や

式を使いながら進んで考えよう

とする。 

○分数÷分数の立式の根拠をこと

ばの式や数直線図、関係図を使っ

て説明ができる。 
○わる数が単位分数のわり算の計

算の仕方を既習事項を基に、自分

なりのやり方で考えようとする。 

○分からないところを質問したり、

友達の説明を聞いたりして、理解

を確かめながら学習できるよう

にする。 

 


